
  

令
和
五
年
度
を
迎
え
て 

        

前
年
の
２
倍
と
し
ま
し
た
。
お
客
様
は

も
と
よ
り
、
参
加
事
業
店
舗
の
会
員
様

か
ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
来
年
も

是
非
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
私
達
商
店
会
を
取
り
巻
く

環
境
も
依
然
厳
し
く
、
コ
ロ
ナ
も
終
息

せ
ず
、
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
責
任
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
、
感
染
症
が
２
類
か
ら
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
個
人
の
責
任
に

転
化
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
昨
年
か
ら

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
よ
る
物
価
の
急

上
昇
に
よ
り
人
々
の
購
買
欲
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須

坂(

仮
称)

」
の
オ
ー
プ
ン
、
長
野
駅
前

Ｂ
地
区
の
再
開
発
、
ア
ゲ
イ
ン
の
跡
地

等
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
前
に
迫
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
の
長
野
駅
は
無
く

な
り
ま
せ
ん
。
駅
は
人
が
集
積
す
る
場

所
で
す
。
集
っ
た
人
を
い
か
に
駅
前
の

商
店
に
目
を
向
か
せ
る
か
が
大
切
で

す
。
地
の
利
を
生
か
し
、
皆
で
知
恵
や

汗
を
出
し
一
丸
と
な
っ
て
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
も
先
頭
に
立

ち
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

         

令
和
５
年
度
を
迎
え
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
国

内
で
発
症
し
、
３
年
３
ヶ
月
余
が
過
ぎ

ま
し
た
が
未
だ
収
束
の
見
透
し
が
出
来

な
い
状
態
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
人
々

の
生
活
や
働
き
方
が
変
わ
り
「
テ
レ

ワ
ー
ク
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
「
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
」
「
少
数
の
会
食
」
等
々
が
日
常

化
さ
れ
、
私
達
商
売
を
営
む
者
の
対
応

に
も
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

私
達
の
組
合
も
従
来
の
行
事
等
の
実
施

を
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
防
止
を

図
り
つ
つ
地
域
経
済
を
回
し
、
会
員
の

入
店
者
の
回
復
を
目
指
す
た
め
、
従
来

の
行
事
の
見
直
し
や
新
規
事
業
の
実
施

等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

秋
の
恒
例
「
如
是
姫
ま
つ
り
」
は
、

善
光
寺
御
住
職
を
お
迎
え
し
「
顕
彰

式
」
の
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
一
時

中
断
し
て
い
ま
し
た
「
ミ
ニ
講
演
会
」

や
「
会
員
意
見
交
換
会
」
も
密
に
な
ら

ぬ
よ
う
参
加
人
員
・
開
催
場
所
を
工
夫

し
開
催
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
の
足
腰
の
強
靭
化
を
図
る
た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」

も
前
年
に
続
き
実
施
し
、
発
行
枚
数
を 

      

尾
登
局
長
の
経
歴
は
？ 

 
 

採
用
は
千
葉
中
郵
便
局
に
採
用
さ
れ
、
平
成
12
年
中
条
郵

便
局
・
戸
隠
郵
便
局
に
勤
務
し
、
平
成
18
年
長
野
駅
前
郵
便

局
で
２
年
間
お
世
話
に
な
り
、
川
中
島
駅
前
郵
便
局
で
11
年

間
勤
務
し
、
こ
の
度
15
年
ぶ
り
に
長
野
駅
前
郵
便
局
に
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。 

 

長
野
駅
前
は
15
年
前
と
比
べ
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
？ 

 
 

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
舎
が
善
光
寺
の
玄
関
口
に
相
応
し
い
回
廊
風

の
駅
舎
と
な
り
、
駅
前
広
場
も
整
備
さ
れ
、
人
々
が
集
っ
て

賑
や
か
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
の
町
（
末
広
町
）
の
特
徴
は
？ 

 
 

長
野
市
の
玄
関
口
で
あ
り
、
善
光
寺
表
参
道
の
入
口
で
あ

る
の
で
、
大
切
な
所
で
す
。 

 

末
広
町
の
今
後
の
関
わ
り
は
？ 

 
 

着
任
し
た
ば
か
り
な
の
で
多
く
を
語
れ
ま
せ
ん
が
、
町
や

商
店
会
の
諸
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
引
き
続
き
参
画
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
事
に
も
挑
戦
し
地
域
と
の
絆
を
深

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
一
言 

 
 

末
広
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
明
る
く
親
し

み
や
す
い
郵
便
局
に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

Ｑ Ｑ 

の
後
点
火
さ
れ
た
。
点
火
時
集
ま
っ
た
人
数
は

１
０
０
名
前
後
で
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
餅
な

ど
を
焼
い
て
い
た
。 
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協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

 

理
事
長 

中
島 

克
文 

 

 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

い
わ
ゆ
る
特
殊
詐
欺
の
事
件
記

事
を
読
ん
で
い
て
思
う
事
は
“
な

ぜ
こ
う
も
簡
単
に
被
害
に
あ
う
の

だ
ろ
う
”
と
い
う
事
。
山
﨑
所
長

に
質
問
し
て
み
た
。
同
氏
曰
く

「
詐
欺
の
事
を
新
聞
等
で
知
っ
て

い
て
注
意
し
て
い
て
も
被
害
に

あ
っ
て
し
ま
う
程
手
口
が
巧
妙
化

し
て
い
る
、
色
々
な
役
柄
で
不
安

を
あ
お
り
結
果
と
し
て
銀
行
で
振

り
込
み
や
、
現
金
を
渡
し
て
し
ま

う
」
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
な

い
、
こ
れ
は
老
い
も
若
き
も
問
わ

ず
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
っ
た
手
段

を
詐
欺
集
団
は
用
い
て
く
る
。
注

意
し
た
い
も
の
だ
。 

編 

集 

雑 

記 

令
和
５
年
２
月
５
日
㈰
、
千
石
街
に
あ
る
千
石
稲
荷

で
初
午
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。
千
石
稲
荷
は
千
石
稲
荷

奉
賛
会
が
護
持
し
て
お
り
長
野
駅
前
周
辺
の
商
店
会
、

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
活
性
化
委
員
会
も
式
典
運
営
に

協
力
し
た
。 

初
午
祭
り
の
神
事
は
11

時
よ
り
始
ま
り
地
域
の
五

穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
た
。
続
い
て
長
野
パ
ル

セ
イ
ロ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
Ｊ
３
優
勝
と
Ｊ
２
昇
格
、
レ

デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
の
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
必
勝
祈
願
が
行
わ

れ
、
最
後
に
水
庫
宮
司
、
善
光
寺
商
店
会
井
川
会
長
よ

り
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
町
田
社
長
（
当
時
）
に
参
列
し

た
関
係
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
思
い
を
込
め
た
目
入
れ
を

し
た
必
勝
大
ダ
ル
マ
が
寄
贈
さ
れ
た
。 

ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
小
ダ
ル
マ
を
サ
ポ
ー
タ
ー
向

け
に
配
布
す
る
の
も
こ
の
行
事
の
特
色
で
１
０
０
名
ほ

ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
勝
祈
願
に
訪
れ
オ
レ
ン
ジ
小
ダ

ル
マ
を
受
け
取
っ
て
い
た
。 

◎

四
町
合
同
ど
ん
ど
焼
き 

開
催
日
：
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰ 

会 

場
：
山
王
小
学
校
南
側 

裾
花
川
河
川
敷 

        

２
０
２
０
年
以
来
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断

し
て
い
た
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ナ
ガ
ノ
駅
前

セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
事
」。 

前
回
か
ら
町
内
の
会
員
企
業
も
顔
ぶ

れ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め
、
組

合
員
・
会
員
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
を

作
る
た
め
の
場
を
設
け
る
事
な
ど
広
く

意
見
を
募
る
事
と
し
た
。
最
初
は
駅
前

セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い

て
説
明
し
前
月
に
行
わ
れ
た
長
野
市
へ

の
陳
情
、
懇
談
会
に
つ
い
て
も
説
明
が

行
わ
れ
た
。
意
見
交
換
に
入
っ
て
か
ら

は
主
に
観
光
や
交
通
に
つ
い
て
の
意
見

が
多
く
聞
か
れ
た
。 

 

・
観
光
客
が
長
野
駅
を
降
り
目
的
地
に

向
か
う
際
ど
こ
の
バ
ス
停
や
電
車
に
行

け
ば
よ
い
の
か
迷
う
場
面
が
依
然
み
ら

れ
る
。 

・
長
野
駅
前
周
辺
の
ホ
テ
ル
は
海
外
客

の
利
用
が
多
く
、
長
野
駅
が
各
観
光
地

へ
の
ハ
ブ
（
中
継
地
）
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。 

・
長
野
駅
前
に
集
客
の
目
玉
と
な
る
施

設
が
あ
る
と
良
い
。 

・
長
野
に
訪
れ
る
人
は
長
野
市
は
空
気

が
良
く
水
が
美
味
し
い
、
景
観
が
良

い
、
豊
か
な
食
文
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

く
る
人
が
多
い
と
聞
く
。 

・
海
外
客
の
日
本
に
期
待
し
た
い
事
は

日
本
食
、
日
本
酒
、
自
然
体
験
、
買
い

物
、
文
化
、
温
泉
な
ど
に
期
待
し
て
い

る
よ
う
だ
。 

・
街
と
し
て
情
報
発
信
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
。 

・
昼
間
の
食
事
場
所
が
意
外
に
少
な
く

感
じ
る
。 

・
各
観
光
地
や
高
速
バ
ス
乗
り
場
が
駅

周
辺
に
分
散
し
て
い
る
が
利
用
者
か
ら

見
る
と
不
便
。 

・
足
湯
は
気
軽
に
利
用
出
来
て
い
い
と

聞
く
。 

・
隣
県
富
山
は
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
を
積
極
活
用
す
る
事
で
誘
客
を

図
っ
て
い
る
。 

・
長
野
市
―
白
馬
間
の
ア
ク
セ
ス
輸
送

を
強
化
で
き
な
い
も
の
か
。
か
つ
て
構

想
、
一
部
実
現
し
た
善
光
寺
白
馬
電
鉄

の
よ
う
な
。 

・
駅
前
Ｂ
１
地
区
開
発
に
つ
い
て
も
ど

う
言
う 

形
態
の 

開
発
を 

考
え
て 

い
る
の 

か
気
に 

な
る
。 

観
光
を 

意
識
し 

た
施
設 

が
あ
る 

と
良
い
。 

令
和
４
年
度 

会
員
意
見
交
換
会 

日 

時
：
令
和
５
年
２
月
17

日
㈮ 

場 

所
：
南
石
堂
町
会
公
民
館 

出
席
者
：
12

名 

毎
年
恒
例
の
四
町
合
同
ど
ん
ど
焼
き
が
１
月

８
日
開
催
さ
れ
た
。 

今
年
の
当
番
町
は
南
石
堂
町
で
他
三
町
岡
田

町
、
北
石
堂
町
、
末
広
町
の
各
町
が
朝
９
時
か

ら
各
町
内
を
回
り
縁
起
物
を
回
収
し
て
会
場
の

河
川
敷
に
集
め
た
。 

点
火
式
は
14

時
か
ら
で
地
元
選
出
市
議
の
グ

レ
ー
ト
無
茶
議
員
、
担
当
の
須
田
区
長
の
挨
拶

長
野
駅
前
郵
便
局
に 

尾
登
繁
康
氏
が
就
任 

 

３
月
31
日
付
で
退
職
さ

れ
た
夏
目
隆
司
氏
の
後
任

に
、
川
中
島
駅
前
郵
便
局

長
の
尾
登
繁
康
氏
が
４
月

１
日
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
Ｑ Ｑ Ｑ 



 

 協同組合ナガノ駅前センターは、令和３年に続

き令和４年度も令和４年 12 月１日から令和５年

１月 31 日まで使用できる『商品券事業』を実施

した。 

 令和４年11月７日午前10時から受付を開始。

約 20 分で発行予定 1,000 冊に達し、同時刻の申

し込みの関係で 1,022 冊（500 円券×10 枚）を

発行した。30 店舗の参加店で使用され、換金枚

数 10,189 枚、換金率 99.7％と、お客様と取扱

い会員の皆様から大変ご好評をいただき、「来年

度もお願いします」との声をいただきました。 

 商品券発売にあたり、ポスター・チラシ・商品

券の表紙のデザインを長野美術専門学校の生徒さ

んに依頼し、素晴らしいデザインによりＰＲにな

りました。 

 ２年連続の『商品券事業』が好評であったこと

を受け、中島理事長より今年度（５年度）も実施

を検討したい旨のコメントがありました。 

大好評にて終了 

              

２
０
２
０
年
４
月
に
長
野
駅
前
交
番

に
着
任
し
、
早
２
年
と
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
中
々
皆
さ
ん
と
対
面
で

の
お
話
の
機
会
が
無
く
今
回
こ
の
様
な

機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 長

野
駅
前
交
番
は
こ
れ
ま
で
警
察
官

12

名
と
相
談
員
２
名
の
体
制
で
し
た

が
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
警
察
官

14

名
と
相
談
員
２
名
に
増
員
さ
れ
ま

す
。
増
員
の
理
由
は
切
れ
間
無
い
対
応

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
長

野
駅
前
と
言
う
立
地
柄
、
常
に
相
談
事

や
犯
罪
の
通
報
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
管
内
の
警
邏
等
で
警
察
官
が
不
在

の
時
間
が
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
不
在
の
時
間
が
無
い
よ
う
に
す
る

た
め
今
回
の
増
員
と
な
り
ま
す
。
松
本

駅
前
交
番
で
も
同
様
に
増
員
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
１
交
番
14

名
は
県
内
最
大

規
模
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
英
語
や
中

国
語
な
ど
多
言
語
対
応
も
進
め
て
い
ま 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

夫
と
思
わ
ず
う
ま
い
話
や
ち
ょ
っ
と
で

も
お
か
し
い
な
と
感
じ
る
話
は
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

も
う
一
点
お
伝
え
し
た
い
の
は
自
転

車
の
規
則
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
は
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

  

す
。 駅

前
交
番
管
内
の
犯
罪
の
発
生
状
況

を
お
話
し
す
る
と
昨
年
は
総
件
数
１
１

１
件
、
凶
悪
犯
（
殺
人
や
強
盗
）
０
、

粗
暴
犯
８
件
、
窃
盗
93

件
、
知
能
犯

４
、
器
物
損
壊
６
と
言
っ
た
状
況
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
痴
漢
、
盗
撮
は
駅

が
あ
る
た
め
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
電
話
で
お
金
詐
欺
」
（
い
わ
ゆ
る
オ

レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
）
は
中

央
署
管
内
で
29

件
、
被
害
金
額
約
１

億
円
、
一
方
で
金
銭
の
支
払
い
を
阻
止

し
た
集
計
も
あ
り
ま
し
て
阻
止
件
数

72

件
、
阻
止
金
額
約
３
４
０
０
万
円

で
す
。
皆
さ
ん
自
分
は
大
丈
夫
、
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
分
か
っ

て
い
て
騙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方

は
実
際
い
ま
す
し
、
被
害
者
な
の
に
騙

さ
れ
た
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
の
も
こ

の
詐
欺
の
嫌
な
点
で
す
。
自
分
は
大
丈 

              

         

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
は
長
野
市
と

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
場
を
設
け
て
い
る
が
、
今
年
度
は
１

月
24

日
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
懇

談
会
直
前
に
は
長
野
市
役
所
へ
陳
情
を

行
っ
た
。 

 

陳
情
の
内
容
は
大
き
く
４
点
。 

１ 

路
面
電
車
の
運
行 

長
野
駅
～
善
光
寺
間
に
路
面
電
車
の

設
置
、
運
行
。
善
光
寺
御
開
帳
時
や
毎 

                

の
シ
ン
ボ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
必
要
。 

 

４ 

末
広
町
通
り
の
街
灯
設
置
に
つ
い

て 

末
広
町
通
り
の
歩
道
整
備
が
行
わ
れ

た
際
、
北
側
歩
道
に
足
元
灯
が
設
置
さ

れ
、
駅
前
広
場
の
整
備
完
了
後
に
街
灯

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
、
と
当
時

所
管
の
長
野
建
設
事
務
所
と
協
議
し
た

が
現
状
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い 

 

荻
原
市
長
か
ら
は
い
ず
れ
の
陳
情
に

つ
い
て
も
「
検
討
し
て
い
く
」
と
い
う

回
答
で
あ
っ
た
が
、
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
今
後
も
実
現
に
向
け
提

案
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
で

は
長
野
駅
前
周
辺
地
域
の
再
開
発
、
長

野
駅
前
に
若
者
が
集
ま
る
場
所
づ
く
り

が
出
来
な
い
か
、
長
野
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
設
置
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
再
開
発
に
つ

い
て
は
長
野
駅
Ｂ
地
区
の
計
画
が
進
行

し
て
い
る
の
で
推
移
を
見
て
い
き
た

い
、
と
し
た
。 

若
者
の
集
ま
る
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
は
子
育
て
支
援
、
若
者
支
援
に
つ
い

て
重
要
課
題
な
の
で
色
々
と
考
え
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
す
ぐ
組
織
立
ち
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
が
観
光
政
策
に
つ
い
て
は

な
が
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。 

         

年
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
の
善
光
寺
方
面
へ

の
自
家
用
車
交
通
渋
滞
緩
和
と
中
心
市

街
地
の
活
性
化
、
将
来
的
に
は
小
布

施
、
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
松
代
ま
で

延
長
す
る
事
で
観
光
振
興
に
役
立
つ
と

考
え
る
。 

 

２ 

如
是
姫
像
台
座
の
戻
し 

如
是
姫
像
台
座
の
従
来
型
へ
戻
し
て

ほ
し
い
。
如
是
姫
像
は
当
初
、
善
光
寺

境
内
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
長
野
駅
前

に
移
設
、
戦
時
中
金
属
拠
出
に
よ
り
消

失
し
た
が
戦
後
諸
先
輩
の
努
力
に
よ
り

現
在
の
如
是
姫
像
が
設
置
さ
れ
た
。
駅

前
広
場
整
備
の
際
に
現
状
の
形
と
な
っ

た
が
、
台
座
は
築
山
に
あ
り
台
座
と
し

て
の
意
味
を
な
し
て
い
な
い
。 

 

３ 

長
野
駅
前
に
長
野
市
の
シ
ン
ボ
ル

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置 

か
つ
て
長
野
市
を
訪
れ
た
方
々
を
歓

迎
す
る
ア
ー
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が

諸
事
情
に
よ
り
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
来
訪
者
が
長
野
に
来
た
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
薄
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

好
事
例
と
し
て
金
沢
駅
前
に
は
太
鼓
門

が
来
訪
者
を
出
迎
え
て
い
る
。
長
野
市

日
時 

： 

令
和
５
年
１
月
24

日
㈫ 

会
場 

： 

陳 

情 

長
野
市
役
所 

懇
談
会 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野 

講
師 

長
野
中
央
警
察
署 

長
野
駅
前
交
番
所
長 

山
﨑 

 

綾 

氏  

実
施
日 

令
和
５
年
３
月
１
日
㈬ 

 

長
野
市
へ
の
陳
情
と 

長
野
市
長
・
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
懇
談
会 

が
努
力
義
務
に

な
っ
た
事
。
自

転

車

の

ヘ

ル

メ
ッ
ト
着
用
は

小
・
中
学
校
の

時
は
着
用
し
て

い
て
も
大
人
に

な

る

に

し

た

が
っ
て
被
ら
な

く
な
り
ま
す
。

で
す
が
自
転
車

事
故
で
起
き
た

事
故
の
う
ち
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば

怪
我
が
軽
か
っ

た
か
も
、
亡
く

な

る

事

は

な

か
っ
た
か
も
と

言
う
ケ
ー
ス
は

多
く
見
ら
れ
ま

す
。
日
常
自
転

車
に
乗
ら
れ
る

方
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
購
入
・
着

用
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

長
野
駅
前
交

番
で
は
皆
さ
ん
と
こ
う
い
っ

た
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
安

心
な
街
に
な
る
よ
う
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

●
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
３
月
】 


